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備的な仕事にすぎず、ユダヤ人であるという地盤に (aufdem Boden des 
]udeseins)実存のある種の可能性が育ちうることを示そうとして、それを当
面のところ仮に運命性と呼んでおきました。この運命性は、まさに根無し草で

















































































































































































































努力Jは市民の生活様式である政治的生活としての<活動的生活> (vita activa) 
の「源泉であり中核Jである。彼女によると、ソクラテス以後の西洋の伝統におい
て、不死(immortality)への関心は、永遠なるもの (eternity)にたいする関心よ
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※引用は既訳を使用させていただいたが、訳文は必要に応じて変更した。
l ハンナ・アーレント『暗い時代の人々j安部斉訳、河出書房新社、一九九五年、四頁。 (Hannah
Arendt， Men in Dark Times， New York: Harcourt Brace Jovanovich， 1968， p.ix) 
2 同前、二一三頁。 (ibl:d.， pp. vii -ix) 
3 L. ケーラー/H. ザーナー編『アーレント=ヤスパース往復書簡 1926-1969 H大島か
おり訳、みすず書房、二00西年、二二九、二三三頁。 (HannahArendt/Karl }iω戸ers:Bn.e/wechsel 
1926-1969， hrsg. von Lotte Kohler und Hans Saner， Piper， 1985， S.233， 236) 
4 ハンナ・アーレント『パーリアとしてのユダヤ人j寺島俊穂・藤原隆裕宜訳、未来社、
一九八九年、二九頁。 (HannahArendt， The ]ewish Writings， Ed. J erome Kohn and Ron H 
Feldman， New York: Schocken Books， 2007， p.274)同化ユダヤ人の問題、成り上がり者、パー
リアの概念については、例えば、同前、九一七六頁 (ibid.，pp.264-297)、ハンナ・アーレント f全
体主義の起原 u大久保和郎訳、みすず書房、一九七二年、 o一一一七一頁 (Hannah
Arendt， The Origins 0/ Totalitarianism， New York: Harcourt， Brace & Company， 1973， pp 
54-88)参照。
5 前掲『パーリアとしてのユダヤノ寸、三二一七六頁(ゆ.cit.， pp. 275 -297)参照。
6 アーレントの『ラーエル・ファルンハーゲンjを分析した文献には以下のものがあるが、アー
レントの言語観との関わりにおいて fラーエル・フアルンハーゲンjを論じたものはないo
Dagmar Barnouw， Visible $ραces: Hannah Arendt and the German -]ewish Experience， 
Baltimore: Johns Hopkins University Press， 1990， pp. 30-71，セイラ・ベンハピブ「パーリアと
彼女の影一ハンナ・アーレントによるラーエル・ファルンハーゲンの伝記J、『ハンナ・アーレ
ントとフェミニズムトボニー・ホーニッグ編、関野八代・志水紀代子訳、未来社、二00一年、
一二六一一五五頁。 (SeylaBenhabib， "The Pariah and Her Shadow: Hannah Arendt's 
Biography of Rahel Varnhagen" in Feminist Inteゆretations0/ Hannah Arendt， Ed. Bonnie 
Honig， University Park: The Pennsylvania State University Press， pp. 83-104)、Liliane
Weissberg，“Hannah Arendt， Rahel Varnhagen， and the Writing of (Auto) biography." 
Introduction. Rαhel Varnhagen: The Li/e 0/ a ]ewess. By Hannah Arendt. Ed. Liliane 
Weissberg. Trans. Richard and Clara Winston. Baltimore: Johns Hopkins University Press， 
1997， pp. 3-69， Heidi Thomann Tewarson， Rahel Levin Varnhagen: The Li)もαndWork 0/ a 
German ]eωish Intellectual， Lincoln: University of Nebraska Press， 1998， pp. 1-15， 221-222， 
マルティーヌ・レイボヴイツチ fユダヤ女 ハンナ・アーレント-経験・政治・歴史j合田正
人訳、法政大学出版局、二00八年、九一八一頁。 (MartineLeibovich， Hannah Arendt， une 
fμive: Exρerience，ρolitique et histoire， Paris: Desclee de Brouwer， 1998， p.27 -96)、ジュリア・
クリステヴァ『ハンナ・アーレントーく生>は一つのナラテイヴであるJ松葉祥一・椎名亮輔・
勝賀瀬恵子訳、作品社、二00六年、七0-九五頁。(Julia Kristeva， Le genie /eminin， tome 1 
Hannah Arendt， Paris: Gallimard， 1999， p.86-119)、MartineLeibovici，“Arendt's Rahel 
Varnhagen: A New Kind of Narration in the Impasses of German -Jewish Assimilation and 






1J一一一一二、二二三一二二八、二三七一二三九、二五六一二五七頁 (ψ.cit.， S. 46-47， 




すjと述べている。 間前二二三一二二回頁。 (ibid.， S. 229) 
7 エリザベス・ヤング=プルーヱル fハンナ・アーレント伝J、荒川幾男・ j京一子・本間直子・
宮内寿子訳、品文社、一九九九年、九九一一00頁。 (ElisabethYoung-Bruehl， Hannah 
Arendt: For Love 0/ the World， New Haven: Yale University Press， 2004， p.56) 
8 ，司前、一二六一一六七頁。 (ibid.， pp. 77 -110) 
9 ，司前、一七O一二一六頁。 (ibz:d.， pp. 113 -148) 
10 一九三六年七月七日付のアーレントからブリユツヒャー宛の書簡(米思議会図書館所蔵)。
同前、 -00真。 (ibid.，p. 56) 
1 ラーエル・ファルンハーゲン研究におけるラーエル像の変遷については、 HeidiThomann 
Tewarson， Rahel Levin Varnhagen， pp.5-8参照。
12 The Origins 0/ Totalitarianism， p. 59 
13 ハンナ・アーレント『ラーエル・ファルンハーゲンードイツ・ロマン派のあるユダヤ女性
の伝記』大島かおり訳、みすず書房、一九九九年、一一九頁。 (HannahArendt， Rahel Varnhagen. 
Lebensgeschichte aner deμtschen .1Udu1αus der Romanti・k，Piper， 2008 [1959]， S. 126) 
Jtlハンナ・アーレント[思索日記11950 -1953j青木隆嘉訳、法政大学出版局、二00六年、
一三八頁。 (HannahArendt， Denktagebuch 1950 bis 1973， hrsg. von Ursula Ludz und lngeborg， 




佐藤佐智子訳、法政大学出版局、一九九九年、四三五頁。 (CarolBrightman， ed. Between 
Friends: The Corres戸ondence0/ Hannah Arendt and Mary McCaアthy1949-1975， New York: 
Harcourt Brace， 1995， p.243) 
16 ，可前、五二O頁。 (ibid.，p. 294) 
17 前掲 fラーエル・ファルンハーゲン』、三頁。 (0戸.cit.， S.12) 
18 同前、一九頁。 (ibid.，S. 28) 
19 間前、二O真。 (ibid.，S. 29) 
20 間前、四九頁。 Ubid.，S. 56) 
21 開前、五七頁。 (ibid.，S. 64) 
22 同前、八O頁。 (ibid.，S. 87) 
23 I司前、八六真。 (ibid.，S.93) 
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24 間前、一三九頁。 Ubid.，S. 144) 
25 同前、一六四頁。 (ibid.，S. 168) 
26 I司前、九頁。 (ibid.，S. 17) 
27 同前、二九一頁。 (ibid.，S.291) 
28 前掲 fアーレント=ヤスパース往復書簡 1926-1969 H、二三二頁。 (op.cit.， S.236) 
29 前掲『ラーエル・ファルンハーゲント一四九頁。 (0戸.cit.， S.154) 
30 I司前、一四九一一五O頁。 (ibid.， S. 155) 
31 I司前、一六五頁。 (ibid.，S. 168) 
32 同前、二一九頁。 (ibid.，S. 219) 
33 同前、二三一頁。 (ibid.，S. 233) 
34 間前、二二四頁。 (ibid.， S. 224-225) 
35 同前、 1m頁。 (ibid.，S.12) 
36 間前、二回三頁。 (ibid.，S.245) 
37 同前、一一0頁。 Ubid.，S. 117) 
38 同前、一一六頁。 (ibid.，S. 123) 
39 !司前、一一八頁。 (ibid.，S. 125) 
40 I司前、一一九頁。 (ibid.，S. 126) 
41 I可前、一一八頁。 (ibid.，S. 125) 
42 レイボヴィッチもラーエルとゲーテの関係の両義性を指摘している。前掲 fユダヤ女 ハ
ンナ・アーレントj三五一三六頁。 (0戸.cit.， p. 52) 
43 前掲 fラーエル・フアルンハーゲント一二五一一二六頁。 (0戸.cit.， S.131) 
44 間前、 235-6頁。 (ibid.，S. 237 -238) r意識的パーリアjとしてのハイネについては、前
掲『ノfー リアとしてのユダヤ人j、三六一四七頁 (op.cit.， pp. 277-283)参照。
45前掲『アーレント=ヤスパース往復書簡 1926-1969 H、一二一一三真。 (0ρ.cit.， S.47) 
46 前掲『ユダヤ女 ハンナ・アーレントJ、一三頁。 (0ρ.cit.， P困 30)
47 間前、一一三頁。 (i・bid.，p. 19-21) 
48 間前、五一六頁。 (ibid.，p. 23) 
49 I苛前、五真。 (ibid.，p. 23) 
50 1詰掲『アーレント=ヤスパース往復書簡 1926-1969 H、一三頁。 (0ρ.cit.， S.48) 
51 ハンナ・アーレント『カント政治哲学の講義j浜田義文監訳、法政大学出版局、一九八七年、
一一九頁。 (HannahArendt， Lectures on Kallt's Political Philosoρhy， Chicago: The University 






アーレントJ、七二一七七頁 (op.cit.， p. 88-96)参照。
53ハンナ・アーレント『人間の条件J志水速雄訳、筑摩書房、一九九四年、三O二頁。 (Hannah
158 対馬
Arendt， The Human Condition， Chicago: University of Chicago Press， 1958， p.186) 
54 I司前、七五頁。 (ibid.，p. 50) 
55 同前、一四九一一五O頁。 (ibid.，p. 95) 
56 I司前、二七三頁。 (ibid.，p. 173) 
57 I司前、二六四、二七二頁。 (ibid.，pp. 168， 173) 
58 間前、七八一七九頁。 (ibid.，p. 52) 
59ハンナ・アーレント『過去と未来の間j引13rを也、藤藤純一訳、みすず書房、一九九四年、
五二一五三頁。(五annahArendt， Between Past and Future， New York: Penguin， 1968， p.42) 
60 同前、五六頁。 (ibid.，pp.44-45) 
61 アーレントの歴史観については、木前利秋『メタ構想力一ヴイーコ・マルクス・アーレントj、
未来社、二00八年、二八回一三一O頁参照。
62前掲 f人間の条件』、七八頁。 (0戸 cd.，p. 52) 
63 同前、二六四頁。 (ibid.，p. 168) 
64 I可前、三二八頁。 (ibid.，p. 204) 
65 間前、八二頁。 (ibid.，p. 55) 
66 I司前、八二頁。 (ibid.，p. 55) 
67 間前、八三頁。 (ibid.，pp.55-56) 
68 向前、八一真。 (ibid.，p.54) 
69 間前、三三一三回頁。 (ibid.，p.l9) 
70間前、三六五頁。 (ibid.， p. 232) 
71 雨前、三七頁。 (ibid.，p. 21) 
72 同前、三二八頁。 (ibid.，p. 204) 
73 1如 mahArendt， Refiections on Literature and Culture， Ed. Susannah Y oung -ah Gottlieb， 
Stanford: Stanford University Press， 2007， pp. 188-191. アーレントにとっての文化の意味に
ついては、前掲『過去と未来の間j、二六五一三O六頁(ゅ• cit.， pp. 197-226)参照。
